
投稿のごあんない

○ 査読がある学術雑誌（peer - reviewed journal）です。
○ 整形外科・運動器医療の最前線を、科学的知見として収載しています。
○ ていねいな査読と編集です。
○ 論文執筆がはじめてという投稿者の論文でも、きっちり仕上げて掲載します。
○ 掲載された論文は、国立国会図書館NDL-OPAC、国立情報学研究所CiNii、科学技術振興機
構J-GLOBAL、医学中央雑誌などから検索されます。

○ 発表演題を論文にして会報にご投稿
いただくこともできます。

○ 査読はなく、編集を経て掲載されます。
○ 雑誌投稿後も、敷居が高いとお感じに
なった場合は、会報への投稿に振り
替えることができます。

○ 会報も国立国会図書館に収蔵され、
会報に掲載された論文は、科学技術
振興機構J-GLOBALから検索する
ことができます。

○ 学術集会で発表した業績を形にして
残すことができます。

会員以外の学術集会演者（医師、医療スタッフほか）もご投稿いただけます

雑誌投稿はこちら
雑誌101号掲載の投稿規定をご覧下さい。

ご投稿の前にチェックシートでチェック!!

受付前チェック
不備がある場合は、もう一度チャレンジ!!

受付 / 査読
より高いものを目指します。

書き直しをお願いすることがあります。

編集 / 著者校正
論文をブラッシュアップ!!

さらに修正をお願いすることがあります。

会報へのご投稿は
会報掲載の会報投稿規定をご覧いただくか、
下記事務局までお尋ね下さい。

雑誌投稿・締切 8月31日
締め切り以後も受け付けています。十分に
推敲してご投稿ください。
（締め切り以後は、掲載が遅れることがあります）

英文abstractを推奨!!

原稿は、電子的手段（USBメモリスティック、CD-ROM、メールなど）でご投稿いただけます。
原稿送付先 / お問い合わせ　日本臨床整形外科学会事務局
〒110-0016 東京都台東区台東 4 - 26 - 8 御徒町台東ビル 6F
Tel. 03-3839-5363 / FAX 03-3839-5366 / E-mail : jcoa@ab.inbox.ne.jp
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論文投稿の手引き
要旨、緒言（はじめに、目的など）、方法（対象と方法など）、
結果、考察、結語（結論など）、参考文献、図表と図表説明、
利益相反などの付言を、投稿規定どおりに書けば出来上がりです。

論文の目的、方法、結果、結論を簡潔に記して下さい。論文本文と要旨は、別々に独立したものとして
扱われますので、商品名、略称などは、本文で記述するのとは別に、要旨中にも投稿規定どおりに
記載して下さい。英文にも挑戦!!

この論文の目的は何か、どういった問題点を明らかにしたいのか、どういう
得難い経験をした症例かなどを簡略に述べて下さい。このセクションにとって
重要なことは、その目的、検討したこと、経験が、今までにない新しい内容や
大切な経験を含んでいるものということをしっかりと記載することです。

対象や方法は、緒言や結果のセクションに書くことは避け、方法のセクションにまとめて下さい。
単位、数値の有効桁数、平均±が標準偏差か標準誤差か、統計処理したソフトウェア、商品名を
書く場合は企業情報などに注意して、追試や論文の内容を詳細に検討したい人が参考にできる
情報を記載して下さい。

結果を長々と文章で記述するのは避けて下さい。この論文の問題提起に対する答えとなる最も重要な
結果のみを述べ、データの詳細は、図表にまとめて下さい。

このセクションは、例えば、以下のように構成して下さい。
・はじめに、緒言に述べた研究目的を簡略に述べて下さい。
・次に、この論文での方法、手段を採用した理由など方法を記述して下さい。
・そして、過去の他の報告の紹介とこの論文の方法、結果との対比などを
論述してください。
・最後に、この論文の最初に提起した問題に対する答え（結果）がどう出たか、何が分かって何が
分からなかったか、得難い症例の経験で分かったことなどを記して下さい。

結語、結論として、この論文で明らかにしたかったポイントとその結論を簡潔にまとめて下さい。
症例報告では、必ずしも必要ではありません。

この論文からさらに読者の知見が広がるとともに、論文の内容と質を支える
ために、参考となる知見、情報を記載してください。紙で発行される雑誌や
書籍以外に、様々な媒体の情報源（ソース）を記載するためのフォーマットや
資料を投稿規定に用意しました。文献情報は正確に。

プリンタで印刷したものでもそのまま製版に使えるように、簡潔で精細な
図表を作りましょう。文字の装飾や不要なデータは省き、図に関する細かい
説明は、本文中ではなく、図の説明文の方に記載して下さい。

さあ、書いてみましょう!!
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難しく考えずに.....

文献



英文作成支援業者
翻訳業者の例です。当学会が推薦するものではありません。

国内

翻訳センター http://www.honyakuctr.com/index.html

G.E.S. http://grace-edit.com/home.aspx

山田翻訳事務所 http://www.ytrans.com/services.html

アスカ・コーポレーション http://www.asca-co.com/

サイマリンガル  http://www.slingual.com/

日本翻訳センター http://www.jtc.co.jp/translate/service.html

ビーアイシー http://www.bic.co.jp/index.html

メディカルトランスレーターズ http://www.55trans.jp/m-translations/

メディカルリンガル http://www.medicalingual.com/

日本翻訳センター http://www.jtc.co.jp/translate/service.html

ヒューマンサイエンス http://www.hs-medical.jp/

メディカル・アンダーセン http://www.tbnetjapan.com/medlegal/

十印 http://www.to-in.com/ja/contents/

ボンズ・インターナショナル http://www.bonds-inter.com/

メディカル・トランスレーション・サービス http://www.m-t-s.jp/index.html

プロスパーコーポレーション http://www.prosper-net.co.jp/index.html

海外

SciTechEdit International（日本語対応） http://www.scitechedit.com/

Science Docs http://www.sciencedocs.com/

参考

翻訳発注（翻訳会社選び）に失敗しない10のポイント
http://japan.wipgroup.com/services/01-translation/how-to-choose-10points.html


